
高年齢者の就業状況

資料出所：「平成16年高年齢者就業実態調査」（厚生労働省大臣官房統計情報部）
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65歳～69歳の就業状況をみると、男で49.5％、女で28.5%が就業している。

また、不就業者で仕事をしたいと思いながら仕事に就けなかった者（就業希望者）の

割合についてみると、男では65歳～69歳が最も高く21.0%、女では60歳～64歳が最も

高く19.7%となっている。
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資料出所：「平成16年高年齢者就業実態調査」（厚生労働省大臣官房統計情報部）

就業についての引退及び引退時期

就業についての引退時期をみると、「既に仕事を辞めている」を除き、男女ともに、す

べての年齢階級で「年齢に関わりなくいつまでも働きたい」の割合が最も高い。

これに次いで、男ではすべての年齢階級で「65歳～69歳まで働いていたい」が高く、
女では60歳～64歳、65歳～69歳で「65歳～69歳まで働いていたい」が高い。


